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Ｂ 拡大 予算を少し増額し、研修対象とする各種団体数等を増やしていく。
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その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

104 104

人1.0

104
　 　
　 Σ

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

日常生活における家事や育児、介護等において女性の役割とする意識が強く残っており、固定的な性別役割分担の意識が
払拭されていない。地域コミュニティにおいても従来の慣習やしきたり意識があり、男女が機会均等に扱われていないという
現実があることから行政として男女共同参画推進に取り組むことが重要である。

啓発の対象を地域のリーダー的立場にある者から行い、その者の意識改革を促すことで家族や地域に暮らす周りの者の意
識改革に繋いでいくことが重要である。地区別懇談会での住民の発言からみえてくる意識の変化をみると、男女共同参画社
会の実現に向けた動きが進んでいるものと思われる。

管内での男女共同参画地域リーダー研修については、取り組みは浅いため今後継続して実施する必要がある。研修の開
催回数を増やし幅広い事業実施が必要と考えられる。

最低限での予算で行っていることから啓発実施事業は限られてくるので、予算を増額し、創意工夫をしながら事業に取組ん
でいきたいと考えている。

(千円)

平成２３年度 計画内容
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事業の成果を測る指標

男女共同参画地域リーダー研修
参加者数

評価項目 ポイント

男女共同参画費

男女共同参画推進経費

男女共同参画講座事業経費
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平成１８年度 決算内容

参加者一人ひとりが、男女共同参画について学ぶことができる。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

1

地域における男女共同参画のリーダー育成のため市民を対象
に講座等を実施した。
・男女共同参画地域リーダー研修（６月１１日）
・女性の人権講座（人権・解放講座）（６月２９日）
・人権啓発地区別懇談会における討議課題の提供

男女が互いに人権を尊重しながら、あらゆる分野にともに
参画して、喜びも責任も分かち合うことが重要であるが、家
事や育児、介護等の仕事においては女性の役割であると
いう性別役割分担意識がまだ強く残っている。特に生活上
の具体的な問題になると、高齢者の男女に、固定的な性別
役割分担の意識を持っている人が多い現状である。

4
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Ⅰ

対象等（何を、誰を）

管内の市民等（市民・企業・団体等）

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市男女共同参画推進条例
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(内線)
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実績値
単位指標設定の考え方

管内の各種団体等を対象に開催し、地域におけ
る男女共同参画リーダーの育成を図る。
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実績 50
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